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高
橋 

俊
夫
社
長

　

同
社
は
、
水
・
大
気
・
医
療
・

ガ
ス
の
４
領
域
に
特
化
し
た
分
析

機
器
の
開
発
・
製
造
・
販
売
・
ア

フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。

製
品
は
、
水
質
計
や
大
気
測
定
装

置
等
の
「
環
境
・
プ
ロ
セ
ス
分
析

機
器
」
、
ラ
ボ
・
ポ
ー
タ
ブ
ル
用

の
「
科
学
分
析
機
器
」
、
透
析
医

療
を
支
え
る
「
医
療
関
連
機
器
」
、

産
業
用
ガ
ス
検
知
警
報
器
の
４
つ

に
分
類
さ
れ
る
。

　

水
分
野
で
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
シ
ェ
ア
を
占
め
る
の
が
、
水
の

酸
・
ア
ル
カ
リ
濃
度
を
測
る
ｐ
Ｈ

計
だ
。
顧
客
の
細
や
か
な
要
望
に

対
応
で
き
る
、
少
量
多
品
種
の
生

産
体
制
を
強
み
に
、
ｐ
Ｈ
計
だ
け

で
も
豊
富
な
製
品
群
を
取
り
揃
え

る
。
導
入
先
は
、
浄
水
場
、
下
水

処
理
場
な
ど
の
官
公
庁
か
ら
、
発

電
所
、
食
品
・
化
学
等
の
各
種
工

場
な
ど
の
民
間
企
業
ま
で
多
業
種

に
渡
る
。
用
途
も
、
研
究
開
発
、

品
質
管
理
、
環
境
保
全
（
水
や
大

気
の
汚
染
監
視
）
な
ど
様
々
だ
。

　

清
掃
工
場
の
排
水

水
質
測
定
器
で
も
国

内
シ
ェ
ア
の
半
分
以

上
を
占
め
る
。
ま
た

水
質
７
項
目
を
測
定

で
き
る
「
水
道
水
用
水
質
自
動
測

定
装
置
」
も
主
力
の
一
つ
。
安

全
・
安
心
な
水
道
水
を
供
給
す
る

た
め
、
公
園
や
家
庭
の
近
く
な
ど

全
国
１
０
０
０
カ
所
以
上
に
同
社

の
製
品
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
医
療
分
野
で
は
、
透
析
用
薬

剤
粉
末
の
溶
解
装
置
が
国
内
シ
ェ

ア
７
割
を
占
め
る
。

「
当
社
の
計
測
器
は
普
段
目
に

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
マ

ー
ケ
ッ
ト
シ
ェ
ア
の
高
い
製
品
が

沢
山
あ
り
ま
す
。
国
内
に
設
置
さ

れ
た
Ｐ
Ｍ
２
・
５
測
定
装
置
は
約

６
割
の
シ
ェ
ア
を
持
っ
て
い
ま
す
。

天
気
予
報
で
出
る
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の

数
値
を
見
な
が
ら
、
変
な
数
字
が

出
た
ら
機
器
の
故
障
で
は
な
い
か

と
ド
キ
ッ
と
し
ま
す
」
（
高
橋
俊

夫
社
長
）

　

１
９
４
４
年
、
前
身
の
東
亜
電

波
工
業
が
、
翌
年
に
電
気
化
学
計

器
（
Ｄ
Ｋ
Ｋ
）
が
設
立
。
２
０
０

０
年
に
両
社
が
合
併
し
、
現
在
の

東
亜
デ
ィ
ー
ケ
ー
ケ
ー
が
誕
生
し

た
。
05
年
に
は
米
国
の
水
質
分
析

計
メ
ー
カ
ー
、
ハ
ッ
ク
・
カ
ン
パ

ニ
ー
と
業
務
資
本
提
携
を
締
結
。

ア
ジ
ア
を
中
心
に
海
外
市
場
も
開

拓
し
て
い
る
。

　

22
年
３
月
期
の
業
績
は
、
売
上

高
１
６
４
億
２
４
０
０
万
円
、
営

業
利
益
19
億
９
０
０
万
円
。
計
測

機
器
事
業
が
売
上
高
の
98
・
４
％

を
占
め
、
そ
の
内
訳
は
「
装
置
・

機
器
販
売
」
が
52
・
２
％
、
「
保

守
、
部
品
・
補
用
品
販
売
」
の
ア

フ
タ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
が
46
・
２
％
。

こ
の
両
輪
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に

よ
っ
て
安
定
し
た
業
績
を
堅
持
し

て
い
る
。

　

機
器
が
最
初
に
導
入
さ
れ
る
時

は
他
社
と
競
合
す
る
が
、
一
旦
導

入
す
れ
ば
保
守
サ
ー
ビ
ス
と
消
耗

品
販
売
で
、
安
定
し
た
売
上
・
利

益
を
確
保
で
き
る
。
基
本
リ
ー
ス

で
購
入
さ
れ
た
機
器
は
、
約
７
年

毎
に
定
期
的
な
置
き
換
え
需
要
も

発
生
す
る
。　

「
お
客
様
の
満
足
を
得
て
い
れ

ば
、
次
の
製
品
の
リ
プ
レ
ー
ス
も

獲
得
し
や
す
い
。
大
抵
は
メ
ー
カ

ー
指
定
で
当
社
に
ご
注
文
い
た
だ

け
ま
す
の
で
良
い
循
環
を
作
っ
て

い
ま
す
」
（
同
氏
）

　　

２
０
０
０
年
の
合
併
以
来
、
売

上
は
１
４
５
億
円
程
で
長
く
安
定

的
に
推
移
し
て
き
た
。
成
長
路
線

へ
と
方
向
転
換
し
た
の
が
、
高
橋

社
長
が
社
長
就
任
し
た
17
年
頃
だ
。

「
先
代
の
社
長
も
財
務
体
質
を

強
化
し
、
利
益
率
が
上
が
り
基
盤

が
確
立
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
思

い
切
っ
て
売
上
を
伸
ば
す
た
め
、

安
定
か
ら
成
長
へ
と
舵
を
切
り
ま

し
た
」
（
同
氏
）

　

当
時
、
中
国
で
は
公
害
が
社
会

問
題
に
な
り
政
府
を
挙
げ
て
の
対

策
が
始
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
流
れ

に
乗
り
同
社
も
中
国
市
場
で
の
販

売
に
注
力
。
19
年
に
は
中
国
の
排

水
規
制
に
よ
る
排
水
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
装
置
の
特
需
が
生
ま
れ
、
過
去

最
高
業
績
の
売
上
高
１
７
５
億
円
、

営
業
利
益
19
億
円
を
記
録
し
た
。

「
日
本
で
年
間
約
１
５
０
台
売

れ
る
製
品
が
、
当
時
中
国
で
月
２

０
０
台
売
れ
ま
し
た
。
し
か
し
１

年
で
特
需
は
終
わ
る
と
見
て
い
た

た
め
設
備
投
資
は
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
同
じ
頃
、
ニ
プ
ロ
と
透
析
用

薬
剤
粉
末
の
溶
解
装
置
で
契
約
し

て
、
生
産
を
倍
増
し
な
い
と
い
け

な
い
時
だ
っ
た
の
で
、
医
療
用
の

新
生
産
棟
を
建
設
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
溶
解
装
置
を
生
産
し
て

い
た
場
所
が
空
き
、
特
需
分
の
装

置
の
生
産
に
充
て
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」
（
同
氏
）

　

新
中
期
経
営
計
画
（
２
０
２
２

〜
24
年
度
）
で
は
、
24
年
度
の
売

上
高
１
８
８
億
５
０
０
０
万
円
、

営
業
利
益
19
億
円
を
指
標
に
し
て

い
る
。
計
画
達
成
の
た
め
に
は
国

内
で
新
た
な
市
場
を
開
拓
し
て
い

く
。
期
待
さ
れ
る
分
野
の
一
つ
が

半
導
体
だ
。
国
内
の
半
導
体
産
業

は
、
海
外
企
業
に
買
収
さ
れ
る
な

ど
で
撤
退
・
縮
小
傾
向
だ
っ
た
が
、

現
在
は
地
政
学
的
リ
ス
ク
の
高
ま

り
で
、
生
産
体
制
の
国
内
回
帰
が

進
む
。
そ
う
し
た
状
況
を
鑑
み
て
、

半
導
体
の
製
造
過
程
で
使
わ
れ
る

純
水
装
置
メ
ー
カ
ー
向
け
に
拡

販
を
し
て
い
く
。
ま
た
脱
炭
素
化

に
向
か
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
お

い
て
は
、
火
力
発
電
所
や
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
設
備
向
け
に
ボ
イ
ラ
ー

水
管
理
装
置
な
ど
を
収
め
て
お
り
、

今
後
の
ア
ン
モ
ニ
ア
や
水
素
利
用

に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
転
換
に
よ
る

新
た
な
製
品
需
要
も
捉
え
て
い
く
。

そ
の
た
め
開
発
投
資
を
大
幅
に
増

や
す
計
画
だ
。

　

中
計
を
達
成
し
た
次
の
ス
テ
ー

ジ
は
、
売
上
高
２
０
０
億
円
を
目

指
す
。
２
０
０
億
円
規
模
の
生
産

体
制
を
整
え
る
た
め
、
現
在
埼
玉

県
狭
山
市
に
新
生
産
棟
を
建
設
中
。

新
製
品
の
開
発
か
ら
量
産
化
へ
の

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
実
現
す
る
マ

ザ
ー
機
能
を
確
立
す
る
。
ま
た
業

水質計・PM2.5測定機器で国内トップクラス
半導体市場開拓と生産体制拡充で売上200億円へ

務
一
元
化
の
た
め
の
新
シ
ス
テ
ム

や
Ｄ
Ｘ
化
で
自
動
操
業
の
た
め
の

設
備
導
入
も
進
め
て
い
る
。

「
コ
ロ
ナ
で
経
済
が
停
滞
し
て

も
、
当
社
の
売
上
は
落
ち
ま
せ
ん

で
し
た
。
生
活
す
る
上
で
必
要
な

製
品
だ
と
我
々
も
改
め
て
認
識
し

ま
し
た
。
こ
の
２
年
間
は
巣
ご
も

り
状
態
で
し
た
が
、
今
年
度
か
ら

は
10
％
の
利
益
を
残
し
な
が
ら
積

極
的
に
活
動
し
ま
す
。
ぜ
ひ
個
人

投
資
家
の
方
に
も
当
社
の
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
（
同
氏
）

　

将
来
的
に
は
、
水
質
監
視
の
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
案
な
ど
に
も
着

手
し
て
い
く
予
定
だ
。

東亜ディーケーケー ［スタンダード・6848］

　

東
亜
デ
ィ
ー
ケ
ー
ケ
ー
は
、
環
境
と
医
療
を
柱
に
事
業
展
開
す
る

計
測
機
器
メ
ー
カ
ー
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
で
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
に
注
目
が
集
ま
っ
た
よ
う
に
、
同
社
の
計
測
機
器
も
ま
た
、

安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
。
２
０
２
２
年

３
月
期
は
営
業
利
益
率
11
％
以
上
を
維
持
し
な
が
ら
、
増
収
増
益
を

達
成
。
機
器
販
売
と
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
両
輪
で
安
定
し
た
業
績

を
堅
持
し
つ
つ
、
今
年
度
は
売
上
高
２
０
０
億
円
へ
向
け
た
生
産
体

制
を
整
え
て
い
る
。

株式データMEMO
売 上 高
営 業 利 益
経 常 利 益
当期純利益

売 上 高
営 業 利 益
経 常 利 益
当期純利益

164億2,400万円
19億900万円
19億6,800万円
13億4,700万円

173億円
17億4,000万円

18億円
12億4,000万円

2.7%増
3.1%増
3.2%増
2.0%減

5.3%増
8.9%減
8.6%減
7.9%減

2022年3月期 連結業績

2023年3月期 連結業績予想

前期比

前期比

値動き

決算期 3月

直近株価 863円（22.9/28終値）
年初来高値 972円（22.5/30）

828円（22.6/15）
172億円

年初来安値

時価総額

ＰＥＲ 13.8倍 配当利回り 1.97%
ＰＢＲ 0.91倍

■主な製品群

少
量
多
品
種
の
豊
富
な
製
品
群

安
全
・
安
心
な
水
道
水
を
供
給
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代表取締役社長に就任（現任）。▲埼玉県狭山市に建設中の新生産棟のパース

▲水道水用水質自動
測定装置

▲現場設置型pH計 ▲PM2.5測定装置

機
器
販
売
と
保
守
で
安
定

置
き
換
え
需
要
で
好
循
環

成
長
路
線
へ
方
向
転
換

中
国
の
公
害
問
題
で
特
需

国
内
市
場
を
新
規
開
拓

営
業
利
益
率
10
％
保
持


